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(百万円未満切捨て)
１．2019年12月期の連結業績（2019年１月１日～2019年12月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年12月期 9,504 10.5 47 △90.6 73 △86.7 52 △80.8

2018年12月期 8,602 ― 507 ― 554 ― 273 ―
(注) 包括利益 2019年12月期 115百万円(△24.3％) 2018年12月期 152百万円( ―％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2019年12月期 1.87 1.85 0.7 0.6 0.5
2018年12月期 10.69 10.59 3.6 4.8 5.9

(参考) 持分法投資損益 2019年12月期 ―百万円 2018年12月期 ―百万円
　

（注）当社は、2018年７月２日に共同株式移転により設立されたため、2018年12月期の対前期増減率は記載しており
　 ません。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年12月期 13,177 8,002 59.9 274.46

2018年12月期 11,902 7,761 64.5 274.33
(参考) 自己資本 2019年12月期 7,895百万円 2018年12月期 7,677百万円

(注)「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連結
　 会計期間の期首から適用しており、前連結会計年度に係る数値については、当該会計基準等を遡って適用した
　 後の数値となっております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2019年12月期 1,289 △296 △863 2,021

2018年12月期 58 △405 332 1,530
　　
　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2018年12月期 ― ― ― 5.00 5.00 155 46.8 1.8

2019年12月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00 155 267.7 1.8
2020年12月期

(予想)
― 0.00 ― 5.00 5.00 45.9

　

（注）当社は、2018年７月２日に共同株式移転により設立されたため、2018年12月期第２四半期までの実績はあり
　 ません。

３．2020年12月期の連結業績予想（2020年１月１日～2020年12月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 5,220 10.8 124 △20.3 122 △35.2 78 △25.2 2.77

通 期 11,000 15.7 500 947.8 492 568.6 306 482.6 10.88
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 ―社 (社名)― 、除外 ―社 (社名)―
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2019年12月期 31,084,515株 2018年12月期 31,084,515株

② 期末自己株式数 2019年12月期 2,318,168株 2018年12月期 3,097,822株

③ 期中平均株式数 2019年12月期 28,119,125株 2018年12月期 25,563,080株
　

（注）１株当たり当期純利益金額は、当社が2018年７月２日に共同株式移転により設立された会社であるため、会社
　 設立前の2018年１月１日から2018年７月１日までの期間について、モバイルクリエイト株式会社の期中平均株
　 式数に株式移転比率を乗じた数値を用いて計算しております。

　

(参考) 個別業績の概要
１．2019年12月期の個別業績（2019年１月１日～2019年12月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年12月期 552 63.6 111 △56.3 112 △55.7 78 △67.3

2018年12月期 337 ― 255 ― 253 ― 240 ―
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2019年12月期 2.52 2.50

2018年12月期 7.73 7.67
　

（注）当社は、2018年７月２日に共同株式移転により設立されたため、2018年12月期の対前期増減率は記載しておりま
　 せん。

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年12月期 8,525 7,634 88.3 242.18

2018年12月期 8,550 7,671 88.7 244.09
(参考) 自己資本 2019年12月期 7,527百万円 2018年12月期 7,587百万円
　　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご
利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況・（４）今後の見通し」
をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

当社は、共同株式移転の方法により、2018年７月２日付でモバイルクリエイト株式会社及び株式会社石井工作研究所

の完全親会社として設立されました。共同株式移転完全親会社である当社は、旧親会社で株式移転完全子会社となった

モバイルクリエイト株式会社の四半期連結財務諸表を引き継いで作成しており、比較対象になる2018年12月期連結累計

期間（自 2018年１月１日 至 2018年12月31日）には、モバイルクリエイト株式会社の第１四半期連結会計期間及び

第２四半期連結会計期間が含まれております。

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用情勢の改善等を背景に緩やかな回復傾向となりましたが、世界経済の

不確実性による国内景気への影響が懸念される等、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当期においては、装置等関連事業が苦戦をしました。米中貿易摩擦の影響等により市況が悪化、価格競争が激化し

たことにより売上高は達成したものの利益面が低迷しました。

また、情報通信事業においては、ストックビジネスへの移行促進により、主力事業の一つであるタクシー関連シス

テム（決済・配車）にてレンタル・リースによる定額制システム利用料の契約が順調に拡大しました。従来は販売時

点で全額を売上計上していましたが、期初想定を超えてレンタル・リース契約のストック型ビジネスへ移行したこと

で短期的な収益に寄与することができませんでした。これに加えて主力製品であるIP無線の更なる伸長のため、IP無

線は機能を大幅に拡張した新型機に刷新、既存製品（旧型機）の製造中止を決定しました。これに伴い、旧型機の関

連在庫について棚卸評価損等の一時費用を計上したため、利益面において計画未達となりました。

一方、2019年10月に実施した株式交換によりホテルのマルチメディアシステムなどを展開する株式会社ケイティー

エスをグループ化、IoT を活用したホテル客室のスマート化の約８万室を顧客基盤に加えることができました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は9,504,615千円（前年同期比10.5％増）、営業利益は47,720千円（同90.6％

減）、経常利益は73,591千円（同86.7％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は52,526千円（同80.8％減）となり

ました。

報告セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①情報通信事業

　外部顧客への売上高は、4,955,619千円（前年同期比16.0％増）、営業利益は325,903千円（同325.0％増）とな

りました。

②装置等関連事業

　外部顧客への売上高は、4,548,996千円（前年同期比5.1％増）、営業利益は162,876千円（同68.2％減）となり

ました。

（２）当期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度末の資産合計は、13,177,338千円となり、前連結会計年度末と比べ1,275,229千円増加しました。

これは主に原材料が329,482千円及び受取手形及び売掛金が312,907千円減少したものの、リース投資資産が

1,480,952千円増加したこと及び現金及び預金が519,803千円増加したことによるものであります。

負債合計は、5,175,225千円となり、前連結会計年度末と比べ1,034,647千円増加しました。これは主に短期借入

金が100,000千円減少したものの、長期借入金が740,315千円増加したこと及び1年内返済予定長期借入金が132,190

千円増加したことによるものであります。

純資産合計は、8,002,112千円となり、前連結会計年度末と比べ240,582千円増加しました。これは主に配当金の

支払等により利益剰余金が87,406千円減少したものの、株式交換等により自己株式が241,690千円減少したことによ

るものであります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末と比べ

490,802千円増加し、2,021,467千円となりました。なお、当期増加額のうち361,717千円は、株式交換による現金及び

現金同等物の増加となります。

当連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は1,289,189千円となりました。主な増加要因は、売上債権の減少、たな卸資産の

減少によるものであり、主な減少要因は、仕入債務の減少、リース投資資産の増加であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、支出した資金は296,937千円となりました。主な減少要因は、有形固定資産の取得による支出、

無形固定資産の取得による支出であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、支出した資金は863,097千円となりました。主な減少要因は、長期借入金の返済による支出、短

期借入金の返済による支出であります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2018年12月期 2019年12月期

自己資本比率 64.5％ 59.9％

時価ベースの自己資本比率 81.0％ 72.4％

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 36.5年 2.3年

インタレスト・カバレッジ・レシオ 4.0倍 66.3倍

　自己資本比率：自己資本/総資産

　時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産

　キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/キャッシュ・フロー

　インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー/利払い

　（注）１.いずれも連結ベースの財務諸表により計算しております。

　 ２.株式時価総額は期末株価終値×期末発行済株式数により算出しております。

３.有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象としてお

ります。

　 ４.キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを使用しております。

　 ５.利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

６．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、2018年12月期に係るキャッシュ・フロー関連指標の推移については、

当該会計基準を遡って適用した後の数値となっております。
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（４）今後の見通し

情報通信事業をメインとして、同事業におけるとストックビジネスの拡大を目指してまいります。当社のストック

ビジネスの基盤となるサービス契約数は、商用車を中心とした車載端末等の約12万台にグループ化した株式会社ケイ

ティーエスのホテル客室約8万室を加えた20万件と拡大しました。更なる顧客基盤の拡大とともに既存顧客の深耕によ

り新たなサービスを創出し、ストックビジネスの拡大につなげてまいります。

一方、装置等関連事業は、市況悪化による価格競争激化により2019年12月期第2四半期より苦戦が続いており、業績

回復は2020年12月期下半期以降と考えております。

以上により、2020年12月期の売上高は11,000百万円、営業利益は500百万円、経常利益は492百万円、親会社株主に

帰属する当期純利益は306百万円を予想しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、日本基準に基づき連結財務諸表を作成しております。IFRSの適用につきましては、国内外の諸情勢を

考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年12月31日)

当連結会計年度
(2019年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,530,664 2,050,467

受取手形及び売掛金 3,111,848 2,798,940

リース投資資産 171,961 1,652,913

製品 233,578 297,611

仕掛品 1,273,749 1,034,074

原材料 775,918 446,435

その他 198,948 171,934

貸倒引当金 △13,386 △1,991

流動資産合計 7,283,282 8,450,386

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,061,534 1,168,293

機械装置及び運搬具 200,692 255,879

工具、器具及び備品 95,646 90,907

レンタル資産 121,543 156,522

土地 1,413,649 1,440,929

リース資産 12,931 4,330

有形固定資産合計 2,905,998 3,116,862

無形固定資産

ソフトウエア 442,061 388,911

ソフトウエア仮勘定 72,924 54,076

リース資産 9,728 ―

その他 52,576 67,928

無形固定資産合計 577,290 510,916

投資その他の資産

投資有価証券 819,057 712,561

退職給付に係る資産 131,693 119,263

繰延税金資産 76,879 147,853

その他 118,636 136,069

貸倒引当金 △10,730 △16,574

投資その他の資産合計 1,135,536 1,099,172

固定資産合計 4,618,826 4,726,951

資産合計 11,902,108 13,177,338
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年12月31日)

当連結会計年度
(2019年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,191,233 1,114,332

短期借入金 400,000 300,000

1年内償還予定の社債 ― 16,600

1年内返済予定の長期借入金 364,100 496,290

未払法人税等 101,719 71,426

未払消費税等 108,566 151,913

賞与引当金 35,796 49,327

製品保証引当金 10,304 30,238

その他 473,949 566,864

流動負債合計 2,685,669 2,796,992

固定負債

社債 300,000 350,200

長期借入金 1,042,541 1,782,856

リース債務 4,091 1,653

繰延税金負債 45,727 52,198

役員退職慰労引当金 22,307 75,671

退職給付に係る負債 19,763 85,176

その他 20,478 30,478

固定負債合計 1,454,908 2,378,233

負債合計 4,140,578 5,175,225

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,000 2,000,000

資本剰余金 3,824,299 3,824,299

利益剰余金 2,801,482 2,714,075

自己株式 △794,306 △552,615

株主資本合計 7,831,475 7,985,760

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △25,732 △4,683

為替換算調整勘定 △2,327 △3,786

退職給付に係る調整累計額 △125,783 △82,168

その他の包括利益累計額合計 △153,842 △90,638

新株予約権 83,897 106,990

純資産合計 7,761,530 8,002,112

負債純資産合計 11,902,108 13,177,338

決算短信（宝印刷） 2020年02月14日 10時43分 8ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



ＦＩＧ株式会社(4392) 2019年12月期 決算短信

7

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2018年１月１日
　至 2018年12月31日)

当連結会計年度
(自 2019年１月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 8,602,361 9,504,615

売上原価 6,026,572 7,271,663

売上総利益 2,575,788 2,232,951

販売費及び一般管理費 2,068,099 2,185,231

営業利益 507,689 47,720

営業外収益

受取利息 6,339 5,004

受取配当金 12,674 13,453

補助金収入 30,877 18,638

貸倒引当金戻入額 151 6,298

その他 13,256 11,104

営業外収益合計 63,299 54,500

営業外費用

支払利息 14,294 20,667

固定資産除却損 1,482 4,603

その他 806 3,357

営業外費用合計 16,583 28,628

経常利益 554,405 73,591

特別利益

新株予約権戻入益 27,157 ―

保険解約返戻金 ― 46,321

特別利益合計 27,157 46,321

特別損失

投資有価証券評価損 ― 31,999

特別損失合計 ― 31,999

税金等調整前当期純利益 581,563 87,913

法人税、住民税及び事業税 149,292 110,428

法人税等調整額 47,798 △75,042

法人税等合計 197,091 35,386

当期純利益 384,471 52,526

非支配株主に帰属する当期純利益 111,207 ―

親会社株主に帰属する当期純利益 273,263 52,526
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2018年１月１日
　至 2018年12月31日)

当連結会計年度
(自 2019年１月１日
　至 2019年12月31日)

当期純利益 384,471 52,526

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △132,193 21,048

為替換算調整勘定 △3,341 △1,459

退職給付に係る調整額 △96,013 43,614

その他の包括利益合計 △231,548 63,203

包括利益 152,923 115,730

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 80,167 115,730

非支配株主に係る包括利益 72,755 -
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2018年１月１日 至 2018年12月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,004,678 994,388 2,644,006 - 4,643,073

当期変動額

株式移転による変動 995,321 2,820,644 △831,928 2,984,037

剰余金の配当 △115,788 △115,788

親会社株主に帰属する

当期純利益
273,263 273,263

自己株式の取得 △177 △177

連結子会社の自己株式の

取得による持分の変動額
△87 △87

自己株式の売却 8,411 37,888 46,299

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
855 855

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 995,321 2,829,910 157,475 △794,306 3,188,402

当期末残高 2,000,000 3,824,299 2,801,482 △794,306 7,831,475

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 69,273 1,014 △31,033 39,253 96,150 2,924,895 7,703,373

当期変動額

株式移転による変動 2,984,037

剰余金の配当 △115,788

親会社株主に帰属する

当期純利益
273,263

自己株式の取得 △177

連結子会社の自己株式の

取得による持分の変動額
△87

自己株式の売却 46,299

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
855

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△95,005 △3,341 △94,749 △193,096 △12,253 △2,924,895 △3,130,245

当期変動額合計 △95,005 △3,341 △94,749 △193,096 △12,253 △2,924,895 58,157

当期末残高 △25,732 △2,327 △125,783 △153,842 83,897 - 7,761,530
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当連結会計年度（自 2019年１月１日 至 2019年12月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,000,000 3,824,299 2,801,482 △794,306 7,831,475

当期変動額

剰余金の配当 △139,933 △139,933

親会社株主に帰属する

当期純利益
52,526 52,526

自己株式の取得 △12 △12

株式交換による減少 241,703 241,703

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― △87,406 241,690 154,284

当期末残高 2,000,000 3,824,299 2,714,075 △552,615 7,985,760

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 △25,732 △2,327 △125,783 △153,842 83,897 7,761,530

当期変動額

剰余金の配当 △139,933

親会社株主に帰属する

当期純利益
52,526

自己株式の取得 △12

株式交換による減少 241,703

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
21,048 △1,459 43,614 63,203 23,093 86,297

当期変動額合計 21,048 △1,459 43,614 63,203 23,093 240,582

当期末残高 △4,683 △3,786 △82,168 △90,638 106,990 8,002,112

決算短信（宝印刷） 2020年02月14日 10時43分 12ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



ＦＩＧ株式会社(4392) 2019年12月期 決算短信

11

（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2018年１月１日
　至 2018年12月31日)

当連結会計年度
(自 2019年１月１日
　至 2019年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 581,563 87,913

減価償却費 476,066 432,952

貸倒引当金の増減額（△は減少） △727 △12,337

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 44,188 56,044

製品保証引当金の増減額（△は減少） △7,727 125

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,940 5,844

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,058 △13,706

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,900 △49,336

投資有価証券評価損 ― 31,999

新株予約権戻入益 △27,157 ―

保険解約返戻金 ― △46,321

受取利息及び受取配当金 △19,014 △18,458

支払利息 14,294 20,667

補助金収入 △30,877 △18,638

固定資産除却損 1,482 4,603

売上債権の増減額（△は増加） △151,208 509,238

たな卸資産の増減額（△は増加） △584,638 899,478

仕入債務の増減額（△は減少） 5,072 △371,366

リース投資資産の増減額（△は増加） △96,260 △370,315

その他 101 168,635

小計 224,057 1,317,020

利息及び配当金の受取額 19,142 18,331

利息の支払額 △14,584 △19,442

補助金の受取額 30,877 18,638

保険解約返戻金の受取額 ― 46,321

法人税等の還付額 ― 55,187

法人税等の支払額 △201,182 △146,867

営業活動によるキャッシュ・フロー 58,309 1,289,189

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 ― △28,100

定期預金の払戻による収入 ― 6,000

有形固定資産の取得による支出 △183,485 △264,706

有形固定資産の売却による収入 715 3,434

無形固定資産の取得による支出 △185,212 △137,039

投資有価証券の売却による収入 ― 10,000

投資有価証券の取得による支出 △12,714 △2,796

投資有価証券の償還による収入 ― 112,000

子会社株式の取得による支出 △12,797 ―

その他 △11,562 4,270

投資活動によるキャッシュ・フロー △405,057 △296,937

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 △150,000

長期借入れによる収入 900,000 ―

長期借入金の返済による支出 △354,082 △544,675

社債の償還による支出 △20,800 △8,300

自己株式の取得による支出 △265 △12

自己株式の売却による収入 46,299 ―

配当金の支払額 △115,891 △139,454

リース債務の返済による支出 △22,864 △20,655

財務活動によるキャッシュ・フロー 332,396 △863,097

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,440 △69

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △15,791 129,085

現金及び現金同等物の期首残高 1,546,456 1,530,664

株式交換による現金及び現金同等物の増加額 ― 361,717

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 1,530,664 ※ 2,021,467
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(期中における重要な子会社の異動)

2019年10月31日に行われた株式交換に伴い、株式会社ケイティーエスを当連結会計年度より連結の範囲に含めて

おります。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

前連結会計年度（自 2018年１月１日 至 2018年12月31日）

１ 配当金支払額

当社は、共同株式移転の方法により、2018年７月２日付でモバイルクリエイト株式会社及び株式会社石井工作

研究所の完全親会社として設立されたため、配当金の支払額は旧親会社で株式移転完全子会社となったモバイル

クリエイト株式会社において決議された金額であります。

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年３月27日
定時株主総会

普通株式 115,788 5.00 2017年12月31日 2018年３月28日 利益剰余金

２ 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

該当事項はありません。

３ 株主資本の著しい変動

当社は、共同株式移転の方法により、2018年７月２日付でモバイルクリエイト株式会社及び株式会社石井工作

研究所の完全親会社として設立されました。

この結果、当連結会計年度末において資本金が2,000,000千円、資本剰余金が3,824,299千円、利益剰余金が

2,801,482千円、自己株式が△794,306千円となっております。

当連結会計年度（自 2019年１月１日 至 2019年12月31日）

１ 配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年３月25日
定時株主総会

普通株式 155,419 5.00 2018年12月31日 2019年３月26日 利益剰余金

２ 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

該当事項はありません。

３ 株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

(追加情報)

(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　 ※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

前連結会計年度
（自 2018年１月１日
　至 2018年12月31日）

当連結会計年度
（自 2019年１月１日
　至 2019年12月31日）

現金及び預金勘定

預入期間が３か月を超える定期預金

1,530,664千円

　 ―千円

2,050,467千円

△29,000千円

現金及び現金同等物 1,530,664千円 2,021,467千円

　

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

（1）報告セグメントの決定方法

　当社グループの事業については、グループの各事業会社が、取り扱う製品及びサービスについての事業展開・戦略

を立案し、事業活動を展開しております。

　従って、当社グループは製品及びサービス別のセグメントから構成されており、「情報通信事業」及び「装置等関

連事業」の２つを報告セグメントとしております。

（2）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

　「情報通信事業」は、主に移動体管理システムの開発・販売並びにこれらに付随する通信・アプリケーションのサ

ービス及び保守等を行っております。

　「装置等関連事業」は、主に半導体・自動車関連製造装置及び金型等の製造・販売、無人飛行機及びロボット制御

システムの開発・製造・保守管理・販売等を行っております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2018年１月１日 至 2018年12月31日)

（単位：千円）

報告セグメント
合計

調整額
（注）1

合計
（注）2情報通信事業

装置等
関連事業

売上高

　外部顧客への売上高 4,272,776 4,329,584 8,602,361 ― 8,602,361

セグメント間の
内部売上高又は振替高

335 37,130 37,466 △37,466 ―

計 4,273,112 4,366,715 8,639,828 △37,466 8,602,361

セグメント利益 76,681 511,901 588,582 △80,892 507,689

セグメント資産 4,020,703 7,172,176 11,192,879 709,229 11,902,108

その他の項目

　減価償却費 322,302 153,764 476,066 ― 476,066

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

255,010 113,687 368,698 ― 368,698

(注) １．セグメント利益の調整額△80,892千円は、セグメント間取引消去1,722千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△82,615千円であります。なお、全社費用は、主に持株会社である当社において発生するグループ

管理費用であります。

　 セグメント資産の調整額709,229千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社資産

の主なものは当社の現金及び預金であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 2019年１月１日 至 2019年12月31日)

（単位：千円）

報告セグメント
合計

調整額
（注）1

合計
（注）2情報通信事業

装置等
関連事業

売上高

　外部顧客への売上高 4,955,619 4,548,996 9,504,615 － 9,504,615

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ 62,845 62,845 △62,845 －

計 4,955,619 4,611,841 9,567,460 △62,845 9,504,615

セグメント利益 325,903 162,876 488,780 △441,060 47,720

セグメント資産 6,065,880 6,614,876 12,680,756 496,582 13,177,338

その他の項目

　減価償却費 282,758 148,545 431,304 1,648 432,952

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

219,473 141,148 360,621 17,261 377,883

(注) １．セグメント利益の調整額△441,060千円は、セグメント間取引消去4千円、各報告セグメントに配分していない

全社費用△441,064千円であります。なお、全社費用は、主に持株会社である当社において発生するグループ管

理費用であります。

　 セグメント資産の調整額496,582千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社資産

の主なものは当社の現金及び預金であります。

２．セグメント利益の合計額は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

【関連情報】

前連結会計年度(自 2018年１月１日 至 2018年12月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

　 (単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

第一実業株式会社 2,428,896 装置等関連事業

当連結会計年度(自 2019年１月１日 至 2019年12月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。
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３ 主要な顧客ごとの情報

　 (単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

第一実業株式会社 3,009,413 装置等関連事業

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2018年１月１日 至 2018年12月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2019年１月１日 至 2019年12月31日)

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2018年１月１日 至 2018年12月31日)

のれんの償却額及び未償却残高に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

当連結会計年度(自 2019年１月１日 至 2019年12月31日)

のれんの償却額及び未償却残高に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 2018年１月１日 至 2018年12月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2019年１月１日 至 2019年12月31日)

該当事項はありません。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2018年１月１日
至 2018年12月31日)

当連結会計年度
(自 2019年１月１日
至 2019年12月31日)

１株当たり純資産額 274.33円 274.46円

１株当たり当期純利益 10.69円 1.87円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 10.59円 1.85円

(注)１. １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(自 2018年１月１日
至 2018年12月31日)

当連結会計年度
(自 2019年１月１日
至 2019年12月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 273,263 52,526

普通株主に帰属しない金額（千円） ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 273,263 52,526

普通株式の期中平均株式数（株） 25,563,080 28,119,125

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額（千円） ― ―

普通株式増加数（株） 251,392 307,143

(うち、新株予約権（株）） (251,392) (307,143)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当期
純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

― ―
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２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(2018年12月31日)

当連結会計年度末
(2019年12月31日)

純資産の部の合計額（千円） 7,761,530 8,002,112

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 83,897 106,990

(うち、新株予約権（千円）） (83,897) (106,990)

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 7,677,633 7,895,121

普通株式の発行済株式数（株） 31,084,515 31,084,515

普通株式の自己株式数（株） 3,097,822 2,318,168

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数
（株）

27,986,693 28,766,347

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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